
12広報　さつま

○施設やホームヘルプを利用されている方（利用までの流れや利用者負担が変わります）�

・利用までの流れ

　　今までは，［申請］→［聞き取り］→［支給決定］→［サービス利用］となっていました。

　　今後は，［申請］→［調査員が訪問］→［一次判定］→［二次判定］→［支給決定］→［サービス計画　

　案］→[サービス利用]となります。� � � � � � � �

�※今回の改正で障害程度の判定やサービス利用の計画など以前の制度では

　　不透明だった部分がよりわかりやすくなります。

・利用者負担

　　今までは，収入に応じて月額か時間単位で一定の負担となっていました。

　　今後は，サービス利用料の原則１割の負担となります。

　　ただし，収入に応じて１か月の上限額が設定されます。また，食費や光熱

　費については，実費負担となりますが，軽減措置があります。

○更生医療・精神通院医療・育成医療を利用されている方（利用者負担が変わります）

・利用者負担

　　今までは，収入に応じて月額一定の負担か医療費の５％の負担となっていました。

　　今後は，医療費の原則１割負担となります。ただし，収入に応じて１か月の上限額が設定されます。

　�また，疾病の種類によっては，１か月の上限額がさらに引き下げられます。

○補装具を利用されている方（利用者負担が変わります）

・利用者負担

　　今までは，収入に応じて月額一定の負担となっていました。

　　今後は，補装具代の原則１割を負担します。ただし，収入に応じて１か月の上限額が設定されます。

　　※各制度を利用されている皆さまへは，今後，役場や施設より新しい制度を利用するための手続きにつ　

　　　いて，文書などでお知らせします。

　　○お問い合わせ先　　福祉介護課高齢障害係　　５３－１１１１　内線２１３４　
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